
ごみの減量・資源化に向けた施策の方向性（案）について 

（重点施策４・５） 

■重点施策４ 経済的手法の活用 

 

【現状と課題】 

・本市におけるごみ処理の現状と課題を踏まえて、ごみの排出抑制と分別の徹底を図るた

めには、前向きに取り組む市民に対する支援や資源物を分別排出しやすい受け皿づくり

に加えて、ごみの発生の少ないライフスタイルへの転換につながる、より効果的な動機

付けの仕組みも必要と考えられる。 

・家庭ごみの処理費用を一律に税金で賄うことについては、市民サービスに対する費用  

負担や排出者における役割と責任の分担の公平性を確保していく観点から問題がある。 

 

【施策の方向性(案)】 

① 家庭ごみ有料化制度の導入の検討 

・家庭ごみ有料化制度は、ごみ処理に対する意識改革につながり、費用負担を減らそうと

する経済的な動機づけが働くことにより、ごみの排出抑制や分別を促進するとともに、

ごみ処理費用の負担の公平性を高めていくために有効な手段と考えられることから、 

家庭ごみ有料化制度の導入に向けた検討を進める。 

 

【主な意見】 

○ 全般的事項、有料化の理由、市民への説明等について 

・様々な問題があるが、答申では有料化の方向というものを考えていくべきではないかと

思う。 

・有料化導入について、答申に盛り込むのであれば、その理由を明確に記述する必要が  

ある。 

・市川市で家庭ごみの有料化が何故必要なのかを分りやすく市民に知らせることは当然で

ある。 

・個人的には有料化は非常に有効と思うが、市民アンケートで賛成が少ない現在の状況で

は、市民を納得させるには説得力が乏しいと感じる。 

・市民の声は反対が多いので、納得してもらうような作業が必要である。 

・有料化について、キャンペーンや啓蒙的な会合等、市民とともに考える機会を設けるの

がよいのではないか。 
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○ 不法投棄・不適正排出について 

・家庭ごみの有料化はいたしかたないが、有料化を導入する場合、不法投棄が増加すると

思う。 

・不法投棄対策については、有料化を実施している自治体を参考にした方がよい。 

・現在の市川市のごみ事情を考えると有料化は仕方がないが、それ以前に不法投棄や不適

正排出対策が必要である。ルールを守らずにごみを出す人が未だ多くいるので、その辺

の意識の改革が必要である。有料化についても自治会の協力が必要なので、自治会を  

通じて、排出ルールの遵守を啓発していかないといけない。 

○ その他 

・仮に家庭ごみ有料化制度を導入する場合、様々な配慮すべきことがある。 

・有料化を実施する場合は、その手数料水準について他市の状況を調査した上で、どの位

が適当かという具体的な作業に取り組んでもらわないといけない。 
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■重点施策５ 事業系ごみの減量・資源化対策 

 

【現状と課題】 

・大規模事業所における資源化は一定程度まで進展している一方、中小規模の事業所での

資源化の取り組みは遅れており、事業系ごみの排出量は横ばい状態となりつつある。 

・クリーンセンターへ搬入される事業系ごみに古紙等の資源物や産業廃棄物の混入が見ら

れる。 

・事業系ごみ全体の減量・資源化を促進するための環境づくりを進め、減量・資源化に   

係る排出事業者責任の強化を図っていく必要がある。 

 

【施策の方向性(案)】 

① 排出事業者への広報・啓発の強化 

・一般廃棄物収集運搬許可業者や資源回収業者と連携し、減量・資源化方法に関する情報

を分かりやすく周知し、排出事業者の意識の向上を図る。 

② 中小事業所における分別・資源化の誘導・支援 

・中小事業所向けの資源回収の受け皿づくり等により、分別・資源化の取り組みを誘導・

支援する。 

③ 資源物や産業廃棄物が混入したごみの搬入対策 

・基本的な排出ルールに違反したごみの搬入対策を進める。 

 

【主な意見】 

○ 広報・啓発等について 

・事務所や飲食店など業種毎に排出量などの特徴があれば、広報等の啓発の仕方が変わっ

てくる。 

・住居併用の店舗では一般廃棄物と産業廃棄物の分け方が難しい。何が産業廃棄物かが  

分っていない事業主も多いと思う。 

○ 事業系ごみの分別・資源化について 

・家庭ではペットボトルや紙類をきちんと分別しているが、職場ではごみとして捨てられ

るのを見るとジレンマに感じる。事業所でも分別が出来ればもっとごみは減るのではな

いかと思う。 

・事業系の資源物には、資源物として処理するルートが確立されていないものがある。 

・紙類やペットボトルがまとまった量であれば民間の資源化ルートに流せるが、少量の  

場合はクリーンセンターに搬入する場合が多い。 

・現在、クリーンセンターに搬入する場合は、資源物であっても処分費用が掛かるので、

計量する前に資源物だけを降ろすヤードを設けるなど、処分費用が掛からないで資源物

を搬入できるようなシステムがあれば、分別が進むのではないか。 

３ 



 

その他重点的に取り組むべき事項について（案） 

 

 次期計画においても、本市の目指す持続可能な循環型社会の実現に向けた取り組みにあた

っては、環境への負荷を低減するという「環境保全」の視点を最優先した上で、市民・事業

者との「協働」や廃棄物処理における「経済性・安定性」の視点を重視していく方針である。 

 そのため、ごみ減量・資源化の観点に加えて、排出者の役割と責任を徹底していくことや

ごみ処理の効率性と安定性を確保していく観点から、次の事項について重点的に取り組むも

のとする。 

 

１ 不適正排出対策の強化 

 さらなるごみ減量・資源化を協働で進めていくための前提として、適正な役割・責任  

分担と公平性の確保が求められることから、基本的な排出ルールが守られていないごみに

ついての対策を強化していく。 

 

２ 分別収集体制の見直し 

 人口減少等に伴い長期的にはごみ排出量が逓減していくものと予想され、また、さらな

るごみの減量を進めていくなかで、今後も処理の効率性を確保し、処理に伴う環境負荷の

低減と処理費用の節減を図るため、家庭ごみの分別収集体制をさらに効率的なものに見直

していく。 

 

３ クリーンセンター建て替え計画の具体化 

 平成 6年に稼動開始した現在の市川市クリーンセンターは、平成 35年度まで操業予定で

あるが、新たな施設の整備には概ね 10年間を要することから、将来的なごみ処理の安定性

を確保するため、施設の建て替え計画を具体化していく。 
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不適正排出対策の強化について 

 
【現状と課題】 

○ ごみの３Ｒと適正処理を市民・事業者・行政が協働で進めていくためには、排出者の  

基本的な役割・責任として排出ルールの遵守が求められるが、「指定ごみ袋を使用しない」、

「排出日時を守らない」、「分別の状況が著しく悪い」といった排出ルール違反が見受け

られる。 

○ 不適正な排出は収集作業やリサイクルに支障を来たすほか、ごみ集積所周辺の環境の 

悪化にもつながり、ルール違反を放置することは公平性の面からも問題があることから、

適正な排出を確保していく必要がある。 

 

【取り組みの方向性（案）】 

○ ごみ集積所管理の強化 

・じゅんかんパートナーや自治会等の協力を得て、基本的な排出ルールを周知するととも

に、ごみ集積所のパトロールや排出指導等を通じて、ごみ集積所の管理を強化し、不適

正排出の未然防止対策を進める。 

○ ルール違反ごみへ対応の厳格化 

・不適正に排出されたごみの取り残しの強化、違反者への指導・罰則制度の導入について

検討を進める。 

○ 戸別収集方式の検討 

・家庭ごみ有料化制度の導入に向けた検討にあたっては、排出者が特定しやすく、排出者

責任の徹底につながる、戸別収集方式の導入の可能性について検討する。 

 

 

＜不適正排出とは＞ 

 不適正排出と不法投棄を厳密に区分することは難しいが、本検討にあたっては次のとお

り区分する。 

不適正排出 
ごみ集積所に排出されているが、指定ごみ袋を使用していない、排出

日時が守られていない、分別状況が悪い等のルール違反があるもの。 

不 法 投 棄 空き地や道端など、排出してはならない場所へごみを投棄するもの。 
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■ごみ減量・リサイクルに関する市民アンケート結果（一部抜粋） 

 

問９ あなたがごみを出す集積場所では、ごみ出しのルールは守られていますか。（○は１つ） 

 

 

問 10 ルールが守られていない場合、どのようなルール違反ですか。 

（該当するものすべてに○） 

 

 

問 11 ルールが守られていないごみに対して、市にどのような対策を希望しますか。 

（○は３つまで） 

 

きちんと守られて

いる, 471 , 33.6%

だいたい守られ

ている, 760 , 
54.3%

あまり守られてい

ない, 95 , 6.8%

守られていない, 
29 , 2.1%

わからない, 19 , 
1.4%

未回答, 26 , 1.9%

ごみ集積場所のごみ出しルールについて 回答数＝1,400

454 

261 

249 

241 

136 

115 

48 

22 

0 100 200 300 400 500

その日に収集するものと違う種類のごみが出されている

ごみが分別されていない

ごみを出す時間が守られていない

指定袋を使っていない

他の地区の人がごみを出している

引越しごみが出されている

その他

店舗や事業所のごみが出されている

ルール違反の例 回答数＝854

602 

458 

306 

142 

107 

99 

78 

0 200 400 600 800

警告シールを貼って違反者の自発的な改善を促す

啓発を強化する

取り残し（収集しない）により違反者の自発的な改善を促す

条例により罰則を強化する

ごみ袋を開封し、排出者を特定して指導する

監視カメラを設置し、排出者を特定して指導する

その他

ルール違反対策について 回答数＝1,134
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■第９回循環型社会推進懇談会（じゅんかんプロジェクト９）からの提案（一部抜粋） 

 

【ルール違反対策について】 

重点的に取組んでいただきたい事項 

 

 

 

３ 



 

 その他の提案・アイディアについて 

 

 
 

 

 

４ 



 

■指導・罰則制度の手続きの流れ（例） 
 

調査 
 

指導 
 

勧告 
 

命令 
 

罰則適用 

ルール違反ご

みは収集せず

に取り残し、ご

み袋の開封調

査などにより

排出者を特定

する。 

 ルール違反ご

みの排出者に

排出ルールを

遵守するよう

指導する。 

 指導後もルール

が守られない場

合は、排出ルー

ルを遵守するよ

う勧告する。 

 勧告後もルール

が守られない場

合は、排出ルー

ルを遵守するよ

う命令する。 

 命令後もルール

に違反してごみ

が排出された場

合、過料を徴収

する。 

 
 
 
■戸別収集方式の特徴 

 

集積所収集方式と戸別収集方式の比較（概要） 

 集積所収集方式 戸別収集方式 

ごみ排出場所 
あらかじめ指定された集積場所 

（歩道上、集合住宅の敷地内など） 

各家庭の玄関先など 

（集合住宅は建物ごとの指定場所） 

設置数等 

約 2万 1千箇所 

平均 10.5世帯／箇所 

（平成 25年度末） 

一戸建て住宅  約 7万 4千世帯 

共同住宅・長屋建て住宅 約 14万 1千世帯 

（平成 22年国勢調査・住宅の建て方別の一般世帯数） 

不適正排出 

対策等 

ごみの排出者を特定しにくいため、

不適正な排出への対応が難しい。 

管理の行き届かない集積所は不適

正排出や不法投棄の温床となりや

すい。 

ごみの排出者を特定しやすいため、

不適正排出への対応がしやすくな

る（事業系ごみ対策を含む）。 

排出者の意識の向上が期待できる。 

収集効率等 

戸別収集方式に比べて収集効率が

高く、経済的である。 

集積所収集方式に比べて効率が 

低く、収集コストが高くなる。 

道路が狭い場所では収集が困難。 

収集車の停車や低速走行による 

交通障害が発生しやすい。 

その他 

ごみ集積所の設置場所をめぐる 

住民のトラブルが発生しやすい。 

戸建て住宅の場合、排出場所が近く

なることで、高齢者や障害者の排出

負担が軽減される。 

 

 

５ 



 

分別収集体制の見直しについて 

 

【現状と課題】 

○ 家庭ごみの分別収集体制については、ごみ量の減少に応じた収集車両台数の削減等に 

より収集コストの抑制を図ってきたが、平成 14年 10月の 12分別収集導入以降、基本的

な分別区分や、収集回数についての変更はしていない。 

○ ごみの収集量は 12 分別収集の導入前と比較すると大きく減少しており、今後もごみ 

減量・資源化の取り組みの進展や人口減少等に伴い長期的には排出量が逓減していくも

のと予想されることから、ごみ量の減少に対応するとともに、ごみ減量・分別促進、   

環境負荷の低減、コスト縮減等の観点から、収集体制の見直しが求められている。 

 

【取り組みの方向性（案）】 

○ ごみ収集体制の効率化の推進 

・ごみ収集量の現状や今後の推移を踏まえて、ごみの収集回数の削減など、ごみ量に応じ

た効率的な収集体制を検討する。 

○ 戸別収集方式の検討（再掲） 

・家庭ごみ有料化制度の導入に向けた検討にあたっては、排出者が特定しやすく、排出者

責任の徹底につながる、戸別収集方式の導入の可能性について検討する。 
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■家庭ごみの収集回数等 

家庭ごみの収集回数及び委託車両台数（平成 26年 4月 1日現在） 

分別区分 収集回数 委託車両台数 備考 

燃やすごみ 週３回 40台 

（拠点回収品目） 

紙パック、ペットボトル、

小型家電 

 

 

（集団資源回収品目） 

ビン、カン、新聞、雑誌、

ダンボール、紙パック、

布類 

 

燃やさないごみ 
週１回  8台 

有害ごみ 

大型ごみ （戸別収集）  5台 

ビン 
週１回 13台 

カン 

新聞 

週１回 13台 

雑誌 

ダンボール 

紙パック 

布類 

プラスチック製容器包装類 週１回 14台 

計  93台  

※別途、委託車両による収集が困難な狭隘道路地区における直営の収集有 

 

■ごみ収集カレンダー（例） 

※原則として、祝日の収集は休み。ただし、プラスチック製容器包装類及びハッピーマン

デー（国民の祝日に関する法律により国民の祝日と定められた特定の月曜日）における

燃やすごみの収集は祝日も実施。 

  

９月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

ビン・カン

紙類・布類

7 8 9 10 11 12 13

ビン・カン

紙類・布類

14 15 敬老の日 16 17 18 19 20

ビン・カン

紙類・布類

21 22 23 秋分の日 24 25 26 27

28 29 30

ビン・カン

紙類・布類

燃やすごみ 燃やすごみ
プラスチック製
容器包装類

燃やさないごみ
・有害ごみ

燃やすごみ

プラスチック製
容器包装類

燃やすごみ 燃やすごみ
燃やさないごみ

・有害ごみ
燃やすごみ

プラスチック製
容器包装類

燃やすごみ 燃やすごみ
燃やさないごみ

・有害ごみ
燃やすごみ

燃やすごみ 燃やすごみ
燃やさないごみ

・有害ごみ
燃やすごみ

プラスチック製
容器包装類

休み

燃やすごみ
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■ごみ収集量の推移（収集区分別） 

 

○燃やすごみ 

・12 分別収集導入前と比較して、収集量（重量）は約３割減少している。 

・12分別収集導入により容量が嵩張るプラスチック製容器包装類、紙類、布類を資源として

分別対象としたことから、排出時の容量についても減少しているものと考えられる。 

 

○燃やさないごみ・有害ごみ 

・12分別収集導入前と比較して、収集量（重量）は約３割減少している。 

・１回の収集につき、集積所１箇所あたりの平均排出量は約 3.5㎏ 

※集積所数 約 21,000箇所（平成 25年度末） 

 

 

H13 H15 H20 H25

454,858 463,103 473,064 469,523

燃やすごみ 113,240 91,654 84,736 80,767

燃やさないごみ・有害ごみ 5,708 5,602 4,759 3,923

大型ごみ 1,855 2,161 1,702 1,893

ビン・カン 5,204 5,260 4,804 4,178

紙類・布類 32 10,863 9,132 8,809

プラスチック製容器包装類 206 7,018 6,427 5,984

計 126,245 122,558 111,560 105,554

燃やすごみ 249 198 179 172

燃やさないごみ・有害ごみ 13 12 10 8

大型ごみ 4 5 4 4

ビン・カン 11 11 10 9

紙類・布類 0 23 19 19

プラスチック製容器包装類 0 15 14 13

計 278 265 236 225

燃やすごみ 100 81 75 71

燃やさないごみ・有害ごみ 100 98 83 69

大型ごみ 100 116 92 102

ビン・カン 100 101 92 80

紙類・布類 100 84 81

プラスチック製容器包装類 100 92 85

計 100 97 88 84

燃やすごみ 100 79 72 69

燃やさないごみ・有害ごみ 100 96 80 67

大型ごみ 100 114 88 99

ビン・カン 100 99 89 78

紙類・布類 100 82 80

プラスチック製容器包装類 100 90 84

計 100 95 85 81

年　度

　人　口 （人）

※平成13年度を100とした場合。ただし、平成14年10月から分別収集を開始した紙類・布類及びプラスチッ
ク製容器包装類は平成15年度を100とした。

収集量
（ｔ）

集積所
拠点
戸別

1人あたり
収集量
（kg）

収集量
（指数 ※）

1人あたり
収集量

（指数 ※）

３ 



■ごみ減量・リサイクルに関する市民アンケート結果（一部抜粋） 

 

問７ １週間のごみ袋の使用枚数を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ ごみの収集回数（頻度）についてどう思いますか。(○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答数＝1,400

回答数＝1,400

週１枚

未満
9.7%

週１枚
25.9%

週２枚
26.4%

週３枚

以上
38.0%

①燃やすごみ

増やし

た方が

良い
4.6%

減らして

も良い
11.1%

ちょうど

良い
78.4%

わから

ない
1.5%

未回答
4.4%

①燃やすごみ
増やし

た方が

良い
5.1%

減らして

も良い
21.2%

ちょうど

良い
64.6%

わから

ない
3.6%

未回答
5.6%

②燃やさないごみ

週１枚

未満
73.3%

週１枚

以上
26.7%

②燃やさないごみ
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■第９回循環型社会推進懇談会（じゅんかんプロジェクト９）からの提案（一部抜粋） 

 

【ごみ減量策について】 

重点的に取組んでいただきたい事項 

 

 

 

 

５ 



 

近隣市における家庭ごみの分別区分と収集回数 

区 分 市川市 千葉市 船橋市 松戸市    柏市 *1 浦安市 江戸川区 葛飾区 

ご 
 

み 

可燃ごみ 
燃やすごみ 

週３回 

可燃ごみ 

週２回 

可燃ごみ 

週３回 

燃やせるごみ 

週３回 

可燃ごみ 

週２回 

燃やせるごみ 

週３回 

燃やすごみ 

週２回 

燃やすごみ 

週２回 

不燃ごみ 
燃やさないごみ 

週１回 

不燃ごみ 

月２回 

不燃ごみ 

月１回 

陶磁器・ガラスなどのごみ 

月１回 

不燃ごみ 

月２回 

燃やせないごみ 

月２回 

燃やさないごみ 

月２回 

燃やさないごみ 

月２回（隔週） 

有害ごみ 
有害ごみ 

週１回 

有害ごみ 

月２回 

蛍光管・乾電池 

月１回 

有害ごみ 

週１回 

有害ごみ 

月２回 

有害ごみ 

月２回 
－ － 

粗大ごみ 
大型ごみ 

申込制 

粗大ごみ 

申込制 

粗大ごみ 

申込制 

粗大ごみ 

申込制 

粗大ごみ 

申込制 

粗大ごみ 

申込制 

粗大ごみ 

申込制 

粗大ごみ 

申込制 

その他 － － － 
その他のプラスチックなどのごみ 

週１回 
－ － － － 

資 

源 

物 

ガラスびん 
ビン 

週１回 

ビン 

週１回 

空ビン 

週１回 

ビン類 

週１回 

空ビン類 

月２回 

ビン 

週１回 

ビン 

週１回 

びん 

週１回 

缶・金属 
カン 

週１回 

缶 

週１回 

空カン・金属類 

週１回 

缶類・金属類 

週１回 

空カン類・金属類 

月２回 

缶 

週１回 

缶 

週１回 

缶 

週１回 

ペットボトル プラスチック製 

容器包装類 

週１回 

ペットボトル 

週１回 

ペットボトル 

週１回 
（拠点回収） 

ＰＥＴボトル 

月２回 

ペットボトル 

週１回 

ペットボトル 

週１回 

ペットボトル 

週１回 

プラスチック製 

容器包装 
－ － 

リサイクルするプラスチック 

週１回 

容器包装プラスチック類 

週１回 
（白色トレイのみ拠点回収） 

資源となる容器包装プラスチック 

週１回 

プラスチック製容器包装／食品トレイ 

週１回 

紙 類 

新聞／雑誌／ 

ダンボール／紙パック 

週１回 

新聞／雑誌／雑紙／ 

段ボール／紙パック 

週１回 

新聞／雑誌／ 

段ボール／紙パック 

   週１回 *2 

新聞／雑誌／紙箱／ 

段ボール／牛乳パック 

週１回 

新聞紙／雑誌・ざつ紙

／段ボール／紙パック 

月２回 

新聞／雑誌／ 

段ボール 

週１回 

新聞／雑誌類／ 

段ボール／紙パック 

週１回 

新聞／雑誌／雑紙／ 

段ボール／紙パック 

週１回 

布 類 
布類 

週１回 

布類 

週１回 

古着／毛布 

   週１回 *2 

布類 

週１回 

古着・古布類 

月２回 
（拠点回収） （拠点回収） （拠点回収） 

その他 － － － 
小型電器製品／自転車 

週１回 
－ － － － 

拠点回収 

ペットボトル 

紙パック 

小型家電 

小型家電 小型家電 ペットボトル 発泡トレイ 白色発泡トレイ 

飲料用紙パック 

紙製容器包装（紙箱・紙袋等） 

廃食油 

古着・古布 

小型家電 

古着・古布 ペットボトル 

蛍光管 

乾電池 

インクカートリッジ 

古布 

※各市のホームページ等を参考に作成（平成 26年 4月現在） 

*1 柏市は沼南地域を除いた区域のもの *2 船橋市の紙類・布類収集は集団回収であるが、ごみ集積所に排出する方式のため本表に記載した。 

*3 松戸市と柏市は、ごみの焼却灰に含まれる放射性セシウムの濃度を低減するため、別途、剪定枝等の分別収集を実施。 
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クリーンセンターの建て替え計画の具体化について 

 

【現状と課題】 

○ 平成 6年に稼動開始したクリーンセンターは、老朽化に対応するために、平成 22年度

から平成 25年度にかけて施設の延命化事業が実施され、平成 35年度までの操業を予定

している。 

○ 新たなごみ処理施設の整備には概ね 10年間を要するため、将来に向けて安定した処理

体制を確保する視点から、施設の更新に向けた取り組みを具体化していく必要がある。 

 

 

【取り組みの方向性（案）】 

○ 新施設の整備・運営に向けた調査・検討 

・現クリーンセンターの代替となる新施設の整備・運営に向けた調査・検討を進め、建て

替え計画を具体化する。 

・建て替えにあたっては、現施設の南側の敷地を建設用地として活用し、高効率なエネル

ギー回収等により環境負荷の低減に寄与するとともに、大規模な災害に対しても強靭な

処理システムの構築を目指す。 

 

 

 

 

 

資料５ 
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【参考】市川市クリーンセンターの概要 
 

施設名称 市川市クリーンセンター 

所 在 地 市川市田尻 1003 番地 

敷地面積 約 27,000ｍ２（全体面積 約 42,000m2） 

建築面積 
9,869ｍ2 

（工場棟 8,240m2、管理棟 1,237ｍ2、付属棟 392m2） 

延床面積 
23,450ｍ2 

（工場棟 19,873m2、管理棟 3,376ｍ2、付属棟 201m2） 

建築構造 
工場棟：ＳＲＣ・ＲＣ・Ｓ造 地上 7 階、地下 1 階建 

管理棟：ＲＣ造 地上 3 階建 

工  期 平成 2 年 9 月～平成 6 年 3 月 

事 業 費 約 253 億円 

施設区分 ごみ焼却施設 不燃・粗大ごみ処理施設 

処理能力 
600t/24h 

（200t/24h×3 基） 
75t/5h 

処理方式 全連続燃焼式 ストーカ炉 衝撃剪断併用回転式 

発  電 最大出力：7,300kW ―― 

選別種類 
―― 

 

4 種選別 

（鉄類・アルミ・可燃物・埋立物） 

延命化事業 平成 22～25 年度 事業費 約 55 億円 
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【参考】 現計画におけるクリーンセンターの整備スケジュール 

 

５－２ 処理施設の整備事業 

 

（１）クリーンセンターの整備スケジュール 
 

 市川市クリーンセンターについては、施設整備の前提条件に基づき、次のスケジュー

ルで整備を進めます。 

 

表５－２ クリーンセンターの整備スケジュール 

年度 6 ･･･ 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 

現施設 

                    

                    

                    

新施設 

                    

                    

                    

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設修繕更新工事 

施設稼動 

施設稼動 

建設工事 

建設準備 

延命化計画策定 
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クリーンセンター全体配置図 
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